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　　　　高高知知医医療療セセンンタターー 　株株式式会会社社　　佐佐藤藤総総合合計計画画

■自己評価

■建築概要

　敷地面積　　　　５７ ,８７３ .９２㎡
　建築面積　　　　１７ ,７１５ .５９㎡
　延床面積　　　　６７ ,３９６ .１９㎡
　構造・規模　　　鉄骨鉄筋コンクリート造、 一部鉄骨造

　　　　　　　　　免震構造、 地上１２階、 塔屋１階

　駐車台数　　　　５６０台

　工事期間　　　　１４年　１２月～　１７年　　１月

照照度度((ＬＬｘｘ))
・・

生生体体リリズズムム

時時間間（（ｔｔ））

深夜 起床 午前 午後 日没後 消灯 深夜

生生体体リリズズムム

照照明明制制御御

覚覚醒醒

睡睡眠眠

照度ＵＰ
高照度・
高色温度

通常の照度
・高色温度

低色温度
低照度・
低色御温度

　医療・福祉における照明は不眠症などの体内時計のくる

いを太陽光の１日の流れに沿った人工照明を制御して治療

の試みが行われている。 急性期回復医療・緩和ケア・精

神的ケアを目的として特一床室に採用した。

１日の照明制御スケジュール （例）

■病室の設計コンセプト
住宅のような快適さと病室機能のコラボレーション

　１． 高知の強い日差しを制御するバルコニーとルーバー

　２． 患者さんが開け閉めしやすい小窓を設け通風自然換気のしやすい開口部

　３． １床、 ４床共ベットサイドで個別空調調節可能な空調システム：置換空調

　４． 患者さんの利用と緊急時の医療機能を考慮した隠蔽型医療ガスアウトレット

　５． 寝た状態でも起きた状態でも影になりにくい無影灯機能を持った読書灯

　６． 健康な生体リズムに合わせた照明制御：サーカーディアン照明

■病室の照明システム
①間接照明による全体照明で我が家にいるようなあたたかさ

②寝た状態でも起きた状態でも影になりにくい機能を持った読書灯

・反射鏡制御により天井面をむらなく照射
・壁面への直接光を抑え輝度 （まぶしさ） を
　緩和
・個々の手元で自分のまわりの照明をコント　
　ロール可能

・ランプを交差させワイドで死角の
　ない広がり
・ベットの位置や患者さんの体勢の
　違いでも影になりにくい

1 ・1 ・

４床病室 ４床病室平面配置

照明器具はガラス

クロスによるカ

バー付とし、 使

用していないとき

は天井一体型とな

るようなデザイン

とした。

特１床病室

■サーカーディアンライティングシステム

カーテン

室空調リモコン 排気　200ｍ3／ｈ

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ
レタンパス
200ｍ3／ｈ

ベッドサイド側空調
下部：吹出口 150ｍ3／ｈ

上部：吸込口 150ｍ
3
／ｈ

窓側空調吹出口　1,370ｍ
3
／ｈ

吹出空気温度
冷房時　22.2℃
暖房時　29～30℃

新鮮外気
200ｍ3／ｈ

吹出空気温度
　冷房時　15.2℃
　暖房時　41～43℃

ベッドサイド
空調リモコン

窓側空調吸込口

カーテンを閉めた状態で
10回/ｈ程度の換気量を確保

病室照明

冷房運転
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■病室の空調システム（置換空調方式）

■病室の医療ガスアウトレット
①緊急時のみ使用可能なように隠蔽された医療ガスアウトレット

②普段は写真などを飾るピンナップボードとして使用

□評価項目

普通
優れて
いる

卓越して
いる

小計

０ ＋１ ＋２

☆
Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

☆

19耐久性

20ＬＣＣ

17ﾗﾝﾆﾝｸ ｺ゙ｽﾄ

18維持管理

☆

☆

☆

☆

除外

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記
述してください。）

☆

□特に重
視したデ
ザインの
視点

☆

☆

☆

□評価項目に対する設計者のデザイン意図

☆

読書灯を飛び出さないで壁に埋め込んだ。タッチ式ＴＶはアームが出るため、その干渉をなくすためでもある。

空調の吹き出し口、吸い込み口も家具と一体化し、違和感がない形としている。

2

1

1

06機能性

○

○

○

○

○

○

1

○ 2

2

○ 2

1

□自己評価欄

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

○ 211環境負荷

12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊ ﾞー ｻﾙ性

0

07効率性

08利便性

09安全性

10先導性 ○

○ 2

○

○

2

2

2

○ 2

2

1

1

○

○ 2

○

○

03独創性

04象徴性

05完成度 ☆

01審美感 ○

02調和性

ベッド周りのデザイン：寝ている患者さんに対して違和感を与えないシンプルなデザイン。
医療ガスは、緊急時しか使えわないため、普段は写真などを飾るピンアップボードで隠蔽している。

収納機能は床頭台と含めて患者さんの使いやすい機能と形態とした。

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

2

Ａ.感性軸（造形）
Form

４床室と個室はカラーリングを変え、差額をいただく部屋といただかない部屋の雰囲気を変えている。

患者さんの使い勝手に加え、洗練したデザインに配慮し、療養環境の充実に配慮した。

インテリアの一部としてカラー、形態にこだわった。

患者さんが寝た状態で、さまざまなスイッチ操作ができるようにしている。

読書灯は無影灯の機能を持たせ、起き上がっていても、寝ていても影ができにくいようにしている。

空調は４床室でも個々に調整でき、ベッドごとでできるだけ空調の流れができるよくふうしている。

置換空調方式として、ベッド下のほうから緩やかな風量で空調を出し、上部の天井付近で吸い込んでいる。

患者さんが風を感じず、効率的な空気の入れ換えと体感温度を得られるように配慮。

空調の流れをくふうし、院内感染防止に配慮している。
壁側の照明の天板に小物を載せたときの落下防止を配慮している

多床室の個々の空調コントロール。無影灯機能を持った読書灯。隠蔽された医療ガス。

病室には換気用の小窓は患者さんが手軽に外気を導入できるよう安全性を踏まえた計画。

バルコニーと日よけルーバーにより高知の強い日差しを制御している。

インテリアの腰壁には、再生木材を使い、強度と資源の有効活用を図った。

病室についての提案のため、地域環境への配慮とは関係しない

患者さんが扱いやすい、スイッチや小窓の設置。

トイレは防音に配慮し、夜間でも他の方に気兼ねしないで利用できるようにした。

空調のシステム、読書灯、素材の選定、環境の配慮したつくりには検討を加え、実現させた。

ファンコイルは一般のタイプより若干の割高であるが、患者さんの療養環境の向上を考えた場合、

機能としては十分に意味があった。

ファンコイルを一台とすることで消費電力の低減に配慮。

電球色の蛍光灯を中心とした照明で温かみと省エネを配慮。

再生木材、メラミン化粧板などハードな使い方のされる病院に対し、強度と清掃性の良いものを配慮した。

ファンコイルは一台で機能を満足するようにし、メンテナンスの軽減を図った。
強度のある材料を使い、傷、汚れの付きにくいものとしている。

置換空調方式の採用や、照明の消費電力を抑え、維持管理も容易に出来るよう配慮した。

環境・設備デザインの評価

01審美感
02調和性

03独創性

04象徴性

05完成度

06機能性

07効率性

08利便性

09安全性
10先導性

11環境負荷
12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊ ﾞー ｻ ﾙ性

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

17ｴﾈﾙｷﾞー ｺｽﾄ

18維持管理

19耐久性
20ＬＣＣ

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

ベッドサイド吹出し
(下部)

ベッドサイド還気
(上部)

ペリメータ吹出し

ペリメータ還気

トイレ還気

トイレ排気

2150
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ヒーターマット

ヒーターマット

測定用ポール位置 濃度測定位置 温度測定位置

1

2

1 2 3 4

main

sub-1

sub-2

sub-3

2500

700
1600

300SA

RA

main測定ブース

トレーサガス発生位置濃度測定位置 温度測定位置

FL+0.3m

FL+0.6m

FL+1.1m

FL+1.6m

FL+2.1m

FL+2.6m

FL+0.1m

■病室の空調システムの実測
冷房運転、 暖房運転の温度、 気流、 換気効率についてベットまわりと室中央のある高さ毎

に測定をおこなった。

通常時

暖房運転

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

18.0 20.0 22.0 24.0 26.0 28.0
温度　（℃）

部
屋
高
　
（ｍ
）

ﾌﾞー ｽ内(E)

室中央(I)

緊急時

■病室の形態 （多床室）

・ベットまわりは室中央
より高さによる温度変化
が少なく、 患者さんに
やさしい温度で吹き出し
ている。

・ベットまわりは室中央
より低い部分で暖かく、
高い部分で温度が高くな
りすぎていないので省エ
ネ効果がある。

①ベットサイド端末、冷蔵庫、貴重品入れ

②ロッカー、 ③トイレ （共用）

④洗面台（共用）

・院内感染防止と患者さんのアメニティを重視し、　
　多床室においても各ベット毎に空調調節可能
・窓側と各ベットで空調系統を分けて、各ベットの
　床面付近より空調空気を吹出し、天井付近で吸込

日差しを制御するバルコニーとルーバー

病室の測定点 （平面）

病室の測定点 （断面）

病室のカーテン付近の気流




